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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～採血データを馬渡Drへ確認してもらい、本日で点滴終了となる。
・蛯名　政行様～衣類整理整頓できない為「洗濯物入れ」バッグに入れるように指導しています。また着替えを自分でしない為、入浴拒否しても着替えは確実に行うようにして下さい。
・前田　忠弘様～現在の食事形態のまま、主食の器を大盛用に変更を栄養スタッ　　フに依頼している。
・栗澤　みつ子様～定期の膀胱留置カテーテル交換実施（16Fr）。次回：R3.2.5予定
・安達　貴浩様～家族連絡(母様) 行い、今後の買い物に関してご両親の意向。
①今後も引き続き、1週間ごとの差し入れは行うが、売店の購入は
　一切厳禁。特に筆記用具、ノートは買わせない事を強く希望。
②本人からの架電は2回/週まで、時間は午前、もしくは夕方を希　　
望。
＜転入・転出＞
・なし
＜入院＞
・外澤　誠様～東Dユニット19号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。本日より午前・午後2時間ずつ開放観察開始となっている。「自分は精神科の医者ですから」等の妄想発言あり。
8：30時点で指示の飲水量(2ℓ/日) は、すでに半分を切っている。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入、他者の私物を奪う、脱衣行為あり。早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15～16時開放観察実施。各食拒食。眠気見られ午前中は居眠り見られている。スタッフ対面時は穏やかで礼節保たれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・
観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・風穴　義信様～食事中、上体の右側への傾きあり。隣の他患に寄りかかる様子あるが、自ら立て直し出来ずスタッフ介入する。各食自力で全量摂取。動作緩慢、ふらつきあり。
・向谷地　忠様～各食全量摂取。帰宅要求や粗暴行為、興奮なく自室で臥床して過ごす。スタッフ対面時も穏やか。内服もスムーズ。
＜安ケ平Dr.診察＞
・藤井　崇史様～“リスペリドン内用液の味が変わった”と訴えあるが、製薬会社が変わった事説明され了承している。定期薬処方変更無し。
・和田　昌様～定期薬処方変更無し。
・河原木　泰志様～診察室への移動拒否しており、Aユニットにて診察行っている。定期薬処方変更無し。
・橋本　とし様～本日の検尿結果より亜硝酸塩2+だが、経過観察指示となる。転倒に注意するよう指示あり。
＜新入院患者様情報＞
氏名：外澤　誠（そとさわ　まこと）様

　生年月日：昭和62.3.7　33歳

　病名：アルコール依存症

　合併症：アルコール性脂肪肝　高血圧

　性別：男性

　主治医：馬渡Dr

　入院形態：任意入院

　　　病棟：東病棟Dユニット

（経過）

　八戸にて次男として出生。地元の小中学校卒業後は八戸工大２高に進学。その後は、東京の大東文化大学へ進学。その後、法政大学の大学院　会計学科へ進学。

卒業後は都内の税理士法人に7年勤めている。業務も慣れてきた頃、仕事量の多さや残業の多さ等により酒量も増加。知人の紹介もあり、多職種へ転職してみた

い希望もあったため、昨年の10月より岩手県の花巻にある薬局本部の総務業に転職。健康診断にて肝機能の数値について精査の結果が出て上司の勧めもあり岩手医科大学に昨年の３月より通院開始。内服加療も行っている。隠れ飲酒や飲酒運転（隠れ飲酒している為、飲酒していることを妻に切り出せず、やむなく運転）などの問題もあり、6月～７月の期間アルコール依存症治療プログラムの導入をしていた。退院後も断酒の継続には至らず、今年の10月より年内いっぱい休職となっている。妻と二人暮らしだが、本人１人だと飲酒してしまうため１０月より実家に帰省。妻もまとまった休暇を取り（～１月いっぱい）現在は妻と本人と本人の両親で暮らしている。ゆくゆくは岩手の自宅に戻ることとなるが、アルコール専門治療の継続を希望し、休職期間内で入院加療し治療したい意志あるため、当院へ相談の連絡あり。当院入院までの期間、飲酒する環境から離れるため岩手医科大学に入院している。R3年1月17日退院予定（入院中はプログラムの実施はない。）アルコール依存症治療プログラム導入目的にて東病棟Dユニットに任意入院となる。
